
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.８９(２月) 

こんにちは。安井鍼灸整骨院です。今回は、痔についてです。 

肛門の構造と働き 

肛門は直腸とつながった構造をしています。お尻の出口に近いところは皮膚に覆われていますが、その奥にはす

ぐに直腸があります。皮膚と直腸のつなぎ目の、でこぼこした部分を歯状線（しじょうせん）と呼び、これより

下の部分が肛門です。肛門は、自分の意思でコントロールできない「内肛門括約筋」と、コントロールできる「外

肛門括約筋」の 2 つの筋肉で囲まれています。ふだんは閉じていますが、排便の際にはこれらの筋肉が緩んで開

く仕組みになっています。 

 
痔の原因 

便秘がちで排便の際に強くいきんだり、長時間座りっぱなしでいるなど肛門に負担がかかることで痔が発生する

といわれています。肛門に負担がかかると、内肛門括約筋と肛門の粘膜の間にある組織（毛細血管などが集中す

るクッション部分）がうっ血して血行障害が起こり、その部分が痔核（いぼ痔）となってしまうことがあるので

す。また、便秘がちな方では、排便時に強く、長くいきむことでうっ血を起こしやすいだけでなく、水分が吸収

されて硬くなってしまった便が肛門を傷つけてしまい、裂肛（切れ痔）を引き起こすこともあります。肛門に負

担をかけてしまう場面は、排便時のいきみや長時間座りっぱなしでいる時だけではありません。例えば、ゴルフ

などスポーツ時のいきみ、刺激物やアルコールの過剰摂取などによる下痢、冷えなども肛門に負担をかけてしま

うと考えられています。 

 

「痔」の 3 大症状 

痔は、大きく「痔核（いぼ痔）」、「裂肛（きれ痔）」、「 痔瘻じろう（あな痔）」の 3 種類に分けられます。いぼ痔

が男女ともに大半を占め、あな痔は手術が必要になりますが、痔全体の中では少ない傾向にあります。 



痔核（いぼ痔） 

いきみや肛門部への過度の刺激、負担により、直腸や肛門付近の毛細血管がうっ血し、部分的に腫れることが原

因。いぼのような腫れができる。肛門の奥の直腸側にできる「内痔核」と、歯状線より下の皮膚にできる「外痔

核」がある。＜内痔核＞軽い場合は排便時の出血のみで痛みはないものの、症状が進むといぼが肛門の外まで出

てくるようになり（脱肛）、痛みを生じてくる。＜外痔核＞出血は少ないが強い痛みを伴う。 

裂肛（きれ痔） 

硬くなった便を排泄するときに肛門の外壁を傷つけることが原因。肛門の上皮部分が切れたり裂けたりするため、

出血がある。排便時や排便後にもズキズキとした痛みを感じることがある。痛みのために便意を我慢すると、ま

すます便が硬くなる悪循環に陥りやすい。便秘の場合は無理にいきんでしまい、下痢がひどい場合は傷の治りが

遅れるため、どちらも悪化の要因となる。 

痔瘻じろう 

歯状線のくぼみ部分（肛門腺）に細菌が入り、炎症化膿して中で膿がたまることが原因。膿が出ていったん症状

が治まった後も、膿の通り道（トンネル）ができた状態になり、化膿を繰り返す。 

肛門部に重くて鈍い痛みや異物感があり、排便時以外にも痛みがある。発熱を伴うこともしばしば。 

治療には手術が必要になるため、早めの受診が必要。 

 

 
（コラム）意外に多い女性の痔 

3 人に 1 人が悩んでいると言われるほど、とても身近な病気である痔。特にここ 10 年は、パソコンの普及で長

時間座り続けている人が多くなっているため、肛門がうっ血して痔になる女性が増えています。痔は男性に多い

というイメージが定着していますが、実は男女比に明らかな差がないのが実情です（厚生労働省、平成 22 年国

民生活基礎調査より）。便秘や下痢などの便通異常を訴える人は男性よりも女性に多いため、むしろ痔になりや

すいとも言えるのです。また、妊娠すると、肛門周辺がうっ血していぼ痔になる人が多く、出産時のいきみも、

痔の原因となります。妊娠・出産を機に痔になる女性は少なくないため、特にこの時期は肛門のケアに気を配り

たいものですね。 

安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくは HP をご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


